
　（様式６） ［認知症対応型共同生活介護用］

作成日 平成19年 7月11日
【評価実施概要】 【第三者評価で確認されたこの事業所の特徴】

事業所番号

事業所名

　　　　　　　　　　　　　　

評価機関名

【重点項目への取組状況】

【情報提供票より】（平成19年 5月 1日事業所記入）

1 ユニット 人

9 人

（２）建物概要

造り 　

3 階建ての ～　　1階部分

（３）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）

家賃（平均月額） 円 その他の経費(月額) 円

敷　　　　金

食材料費 朝食 円 昼食 円

夕食 円 おやつ 円

円

（４）利用者の概要（　5月 1日現在　）

利用者人数 9 名 男性 2 名 女性 7 名

要介護１ 要介護２

要介護３ 要介護４

要介護５ 要支援２

年齢 平均 77.9 歳 最低 63 歳 最高 88 歳

（５）協力医療機関

１．　第 三 者 評 価 結 果 概 要 表

日常生活における地域との連携（関連項目：第三者3）

道路を隔てた向かいに公民館があり、職員が近隣の住民であったりで地域との交
流や連絡が出来やすい環境となっている。畑の手伝いや、料理作りのボランティ
アが来所しており、日常的に地域との交流ができている。出来れば消防訓練の際
は地域住民に参加してもらい、相互の協力体制に努められることが望まれる。

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：第三者7，8）

家族への報告は訪問時に随時おこなわれ、又、定期的にお便りも発送し
て安心に努めている。運営推進会議や家族間の交流の場・ケアプラン作
成時と家族の意見を聞く機会もあり、相談苦情があれば解決への取り組
み及び運営への反映との積極的な姿勢がある。

重
点
項
目
③

重
点
項
目
④

　　昭和・平成　14年　3月　1日

利用定員数計 　

　有（　　　　　　円）
　無

または1日当たり

開設年月日

所在地

万葉古語の「まほろば」から名づけられたグループホーム「まほろばの里」
の周辺は田植えを終えたばかりの田園風景が広がり、玄関先にはツバメの巣
が見られるという四季折々の移り変わりを体感出来る環境となっている。併
設のまほろばの里在宅介護センターにおいては太子町地域包括支援センター
相談窓口事業受託・介護予防普及啓発事業介護予防教室受託と、太子町と連
携し地域の大きな社会資源ともなっている。その中でのホームは、地域密着
型施設として位置づけられ、親しみやすく、「ちょっと寄っていこか」との
憩いの場として根付いている。「家庭的な環境と地域住民との交流の下で」
が実践できる環境となっている。

訪問調査日

  2874100502

 　平成19年 6月13日 評価確定日   平成19年 7月11日

所在地

（１）組織概要

法人名

前回評価での主な改善課題とその後の取組、改善状況（関連項目：第三者4）

鉄筋コンクリート
建物構造

ユニット数

職員数

  特定非営利活動法人　姫路市介護サービス第三者評価機構

  兵庫県姫路市安田三丁目1番地　姫路市自治福祉会館6階

  社会福祉法人　大和福祉会

保証金の有無
(入居一時金含む)

40,000

協力医療機関名 二ノ丸内科、たつの市立御津病院、太子病院、福島歯科、つだ歯科

2

2

0

5

0

0

1,380

有りの場合
償却の有無

  グループホーム　まほろばの里

  兵庫県揖保郡太子町塚森125－1

（電　話）079-275-1858

　有（　　　　　　円）　　　　　無

9

3,000 過去４回の運営推進会議が開催されている。ホームの現状を報告すると
共に、家族の意見や町担当職員より広報等の連絡があるなど、意見の交
換が出来ている。又、会議の内容を職員と共有し、取り組む努力がされ
ている。次回の運営推進会議では今回の自己評価の内容と今後の取り組
みを話し合ってもらいたい。

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：第三者4，5，6）

常勤　7人,  非常勤　2人,  常勤換算 7.5人 今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：第三者4）

重
点
項
目
① 管理者・職員全員で自己評価に取り組むことにより、拘束についての意
識を再確認でき、テラスの完成につながっている。入居者がテラスへの
出入りが自由に出来ることにより、心身ともよりゆったりとした生活ぶ
りとなったことが職員の言葉より聞き取ることができた。

前回評価におごることなく、サービス向上に取り組む意欲がある。地域
に根付くサービスとしての拡がりを運営推進会議の参加者メンバーから
も感じ取れる。

重
点
項
目
②

有　／　無



（グループホーム　まほろばの里）

２．　第　三　者　評　価　結　果　票

第
三
者

自
己

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取り組んでいることも含む）

○地域密着型サービスとしての理念

　地域の中でその人らしく暮らし続け
ることを支えていくサービスとして、
事業所独自の理念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

　管理者と職員は、理念を共有し、理
念の実践に向けて日々取り組んでいる

○地域とのつきあい

　事業所は孤立することなく地域の一
員として、自治会、老人会、行事等、
地域活動に参加し、地元の人々と交流
することに努めている

○評価の意義の理解と活用

　運営者、管理者、職員は、自己評価
及び第三者評価を実施する意義を理解
し、評価を活かして具体的な改善に取
り組んでいる

制度改正により、「家庭的な環境の下で」
が「家庭的な環境と地域住民との交流の下
で」と表現が改められたのを機会に、例え
ば「地域の方々と仲良く・・・」とか、何
か地域生活を柱とした理念に、検討される
のはいかがでしょうか。

○
地域生活を柱とした理念が出来れば、すぐ
に取り組める実践力が期待できます。

1

2

従来よりの理念を、運営規定と重要事項説明
書に掲げると共に職員も共有しており、実践
に向けての取り組みもされているが、地域密
着型サービスの意義への着手に至っていな
い。

53

老人会、保育園、小学校の行事に参加するこ
とはもちろんのこと、入居者の散歩の時間を
小学校の下校時に合わせて行う等が実施され
つつあり、地域との付き合いが積極的に行わ
れている。

74

管理者と職員全員で自己評価に取り組んでい
た。入居者のペースに合わせての介護や、拘束
の意識付け等を再認識することにより、サービス
向上に繋がっている。テラスへの出入りが自由に
できるようになったことが、入居者にとって良い影
響となった。

1

従来よりの「仲良く笑顔で歩こうよ」の独自
の理念が掲げられている。地域の老人会の
方々との交流や併設のデイサービスの利用者
との集いを通じて、地域の中で暮らしている
が、地域密着型サービスとして現状にあった
理念への検討に至っていない。

○

2

２．地域との支えあい

Ⅰ．理念に基づく運営

１．理念と共有

３．理念を実践するための制度の理解と活用

2 （特定非営利活動法人　姫路市介護サービス第三者評価機構）



（グループホーム　まほろばの里）

第
三
者

自
己

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取り組んでいることも含む）

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービ
スの実際、評価への取り組み状況等に
ついて報告や話し合いを行い、そこで
の意見をサービス向上に活かしている

○市町との連携

　事業所は、市町担当者と運営推進会
議以外にも行き来する機会をつくり、
市町とともにサービスの質の向上に取
り組んでいる

○家族等への報告

　事業所での利用者の暮らしぶりや健
康状態、金銭管理、職員の異動等につ
いて、家族等に定期的及び個々にあわ
せた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

　家族等が意見、不満、苦情を管理者
や職員ならびに外部者へ表せる機会を
設け、それらを運営に反映させている

○職員の異動等による影響への配慮

　運営者は、利用者が馴染みの管理者
や職員による支援を受けられるよう
に、異動や離職を必要最小限に抑える
努力をし、代わる場合は、利用者への
ダメージを防ぐ配慮をしている

85

利用者家族、地域住民代表者、民生委員、太
子町さわやか健康課職員に参加していただけ
ている。過去に4回の運営推進会議が開催さ
れている。

7

面会時に入居中の暮らしぶりを話している。
他に３ヶ月に１回状況を伝えるお便りを郵送
している。しかし、家族の希望もあり、お金
は立替払いとなっている。

96

町担当者には運営推進会議に出席してもらっ
ている。町からの広報等の連絡もある。制度
改正で地域密着型サービスに位置づけられ、
入居やデイサービス利用（認知症）が地域に
限定されることも相談できる機会となってい
る。

9

異動の場合は、日常的に行き来し顔馴染みと
なっている併設の特養からの異動が多く、ス
ムーズな支援ができている。２月から配属に
なった職員もいたが、入居者は混乱なく過ご
されている。

158

家族との交流会を開いて、意見を聞いてい
る。次回はバーべキューを予定している。ケ
アプラン作成時にも意見を出してもらい運営
に反映させている。

14

18

４．理念を実践するための体制

3 （特定非営利活動法人　姫路市介護サービス第三者評価機構）



（グループホーム　まほろばの里）

第
三
者

自
己

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取り組んでいることも含む）

○職員を育てる取り組み

　運営者は、管理者や職員を段階に応
じて育成するための計画をたて、法人
内外の研修を受ける機会の確保や、働
きながらトレーニングしていくことを
進めている

○同業者との交流を通じた向上

　運営者は、管理者や職員が地域の同
業者と交流する機会を持ち、ネット
ワークづくりや勉強会、相互訪問等の
活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取り組みをしている

○馴染みながらのサービス利用

　本人が安心し、納得した上でサービ
スを利用するために、サービスをいき
なり開始するのではなく、職員や他の
利用者、場の雰囲気に徐々に馴染める
よう家族等と相談しながら工夫してい
る

○利用者と共に過ごし支えあう関係

　職員は、利用者を介護される一方の
立場におかず、一緒に過ごしながら喜
怒哀楽を共にし、利用者から学んだ
り、支えあう関係を築いている

2713

日常の場面では、人生の大先輩である入居者
から教えてもらうことが多い。特に食事作り
の場面では顕著である。場面、場面で今まで
体験してこられた思い出話しをしながら喜怒
哀楽を共感している。

2612

ホームに入居する方としては、併設の認知症
対応型デイを利用されていた方の入居が多
く、馴染みとなっている。事前にデイを利用
することや、ホームでのおためし体験の体制
もあり、本人の安心を図る工夫がされてい
る。

10

18年には、２名が認知症実践者研修を受講済
みであった。３月に、看護師が外部研修を受
講しており、今後も「ホームでの看護師の役
割」に関する研修受講に意欲を持っている。
又、介護職員の方は「ホームにおける認知症
対応」の研修受講に意欲がある。

○

休憩時間にケースカンファレンスが行われ
ているが、職場内研修が今後の課題であ
る。介護職員・看護師と職種により希望す
る外部研修と共に平行して内部研修を実施
し、一層の職員のサービス向上を目指して
もらいたい。

○

19

５．人材の育成と支援

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

他に２ホームあるため、互いの見学会から
始められることを期待したい。交流を通じ
て事例検討会等にも発展し、サービスの質
の向上に繋げてもらいたい。

2011
法人として他法人との交流や研修等はある
が、過去において、ホーム同士の交流は行っ
ていない。

4 （特定非営利活動法人　姫路市介護サービス第三者評価機構）



（グループホーム　まほろばの里）

第
三
者

自
己

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取り組んでいることも含む）

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困難な
場合は、本人本位に検討している

○チームでつくる利用者本位の介護計
画

　利用者がより良く暮らすための課題
とケアのあり方について、本人、家
族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映した介護
計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

　介護計画の期間に応じて見直しを行
うとともに、見直し以前に対応できな
い変化が生じた場合は、利用者、家
族、必要な関係者と話し合い、現状に
即した新たな計画を作成している

○事業所の多機能性を活かした支援

　利用者や家族の状況、その時々の要
望に応じて、事業所の多機能性を活か
した柔軟な支援をしている

ご本人の状況に合わせて、現場での気づき
や意見を生かし、臨機応変な見直しを行い
新たな計画を作成して欲しい。

3716

介護計画は１ヶ月ごとにモニタニングをし評
価表に記録されている。６ヶ月での見直し
と、現状に即したケアは行われているが、新
しい計画の作成と記録をするまでに至ってい
ない。

○

39

入所前の生活歴の把握のため、複数の家族
よりの聞き取りを行い、今後の生活へのア
プローチとしてもらいたい。本人にとって
どのように暮らすことがベストであるか
を、日頃から話合い重度化となった場合に
も備えてもらいたい。

3615

栄養士を交えた担当者会議の記録、サービス
計画書、ケアプラン確認書がある。担当者会
議には家族が参加したものがない。参加を呼
びかけるなどの働きかけは行っている。

○
担当者会議という形にとらわれず、ご家族
の方の真意を汲み取り、より本人本位のケ
アとなるプラン作成に努めてほしい。

3314

休憩時間にカンファレンスを行い、思いや意
向を検討している。特に意思確認できない入
居者については日頃の行動・性格・くせを職
員で共有し、本人本位に努めている。

○

17
医療連携体制加算の指定を受けており、緊急
な受診への対応ができる体制が整っている。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

３．多機能性を活かした柔軟な支援

２．より良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

5 （特定非営利活動法人　姫路市介護サービス第三者評価機構）



（グループホーム　まほろばの里）

第
三
者

自
己

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取り組んでいることも含む）

○かかりつけ医の受診支援

　利用者や家族等の希望を大切にし、
納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受
けられるように支援している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

　重度化した場合や終末期のあり方に
ついて、できるだけ早い段階から利用
者や家族等ならびにかかりつけ医等と
繰り返し話し合い、全員で方針を共有
している

○プライバシーの確保の徹底

　一人ひとりの誇りやプライバシーを
損ねるような言葉かけや対応、記録等
の個人情報の取り扱いをしていない

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するの
ではなく、一人ひとりのペースを大切
にし、その日をどのように過ごしたい
か、希望にそって支援している

5221

一人ひとりのペースを尊重し、ゆったりとし
た介護が行われている。食事に時間のかかる
方もあせらずゆっくり召し上がってもらえる
よう気を配っている。

職員の言葉がけは穏やかで、プライバシーを
損ねないよう配慮されている。居室に入る際
も必ずノックをすることなど心がけている。
又、ボランティアの方にも個人情報の保護の
理解をしてもらっている。

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

4719

「重度化に関する指針」が作成されており、
利用者や家族の方、職員で方針を共有してい
る。一方、自立した生活が出来なくなった場
合は退去の条件として挙げられており、自立
の支援に重点を置いている。

○

現在は家族の希望もあり、重度化された時
は併設施設に入所されている。今後、ご本
人や家族が重度化してもホームでの生活を
希望されることも想定される。最大限の支
援方法を考え、方針を話し合って欲しい。

5020

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

４．より良く暮らし続けるための地域資源との協働

4318

協力医療機関の内科医に２週間に一度往診し
てもらい健康チェックをしている。希望によ
りかかりつけ医への受診にも応じている。通
院には移送サービス、家族による通院介助で
対応している。
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（グループホーム　まほろばの里）

第
三
者

自
己

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取り組んでいることも含む）

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一
人ひとりの好みや力を活かしながら、
利用者と職員が一緒に準備や食事、片
付けをしている

○入浴を楽しむことができる支援

　曜日や時間帯を職員の都合で決めて
しまわずに、一人ひとりの希望やタイ
ミングに合わせて、入浴を楽しめるよ
うに支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせ
るように、一人ひとりの生活歴や力を
活かした役割、楽しみごと、気晴らし
の支援をしている

○日常的な外出支援

　事業所の中だけで過ごさずに、一人
ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援している

○鍵をかけないケアの実践

　運営者及び全ての職員が、居室や日
中玄関に鍵をかけることの弊害を理解
しており、鍵をかけないケアに取り組
んでいる

22

月３回、昼食作りの日が設定され、皆で献立
を考え調理をする。味付けの工夫など職員が
教わることもある。他の日は栄養士が献立を
し、施設で調理したものが届き、それを一緒
に盛り付けている。月１回、外食の機会を設
けている。

○

調理は脳を活性化させるという。昼食作り
の日を少しでも増やせるよう検討してほし
い。夏にはバーベキュー大会が予定されて
おり家族の参加も呼びかけビールも出る。
今から楽しみにされている。

54

25

毎日の散歩、月１回の外食、スーパーへの買
い物は全員参加で楽しみにしておられる。週
１回のおやつの買い物は希望者２人くらいと
職員で行く。山や海を見にドライブに出かけ
る機会もある。

○

5723

月・水・金が入浴日となっているが、希望が
あればいつでも入浴できる。ゆったりとした
お風呂なので仲の良い方と二人で入浴される
こともある。

24

みんなで一緒に作業するのではなく、一人ひ
とりの役割を大事にされている。得意分野を
把握し、洗い物、掃除、花の水やり、洗濯物
を畳むなど日々の仕事を楽しむ支援ができて
いる。

テラスの前に畑があり、土に馴染みのある
方は草ぬきをされるなど、育てることを楽
しまれている。畑で育てた野菜の収穫、そ
の野菜を使った料理が楽しみである。

買い物など外出の機会も多く、よい気分転
換になっている。せっかくの買い物の機会
に、お金を利用者自身で支払う工夫を検討
してほしい。

59

61

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

（４）安心と安全を支える支援

6626

以前は出来なかったテラスからの外への出入
りが可能になり、玄関から出て行かれること
が少なくなった。職員の欠員がある時の入浴
時のみ目が届かなくなる為、一時的に施錠し
ているが職員の鍵をかけないケアへの意識は
強い。
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○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼
夜を問わず利用者が避難できる方法を
身につけ、日頃より地域の人々の協力
を得られるよう働きかけている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が
一日を通じて確保できるよう、一人ひ
とりの状態や力、習慣に応じた支援を
している

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）は、利用
者にとって不快な音や光がないように
配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫を
している

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、利用
者や家族と相談しながら、使い慣れた
ものや好みのものを活かして、居心地
よく過ごせるような工夫をしている

※ は、重点項目。

年３回実施している消防訓練では火元をグ
ループホーム、特養、デイと３箇所の想定を
し、それぞれの避難経路を考えて行ってい
る。

○

災害時は地域の人々の協力も欠かせない。
避難訓練に参加してもらうなど働きかけを
して欲しい。又、非常用食品や備品の貯蓄
の検討が望まれる。

リビングの２面がテラスに出られる作りと
なっており、開放的な気分になれる。心地よ
い風の通りがあり、明るい雰囲気がある。テ
ラスからはみんなで植えた花や近くの田んぼ
が見え、季節が感じられる。手作りのあじさ
いの絵が飾られていた。

玄関前の中庭のスペースにはデッキチェア
が置かれ、周りに季節の花が手入れされ、
くつろぎの場所となっている。

77

食事量は生活リズム表の食事量の項目があ
り、毎食の記録がされている（５段階）水分
量のチェックはしていないが発熱時や食事量
の少ない時などは看護師の指導により個別に
対応しケアが行われている。

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

28

8330

ベッドと物入れは備え付けだが、その他に整
理タンスやテレビなどが持ち込まれている。
特に持ち込みの制限がなく、タンスの上など
に写真など好みのこまごました物が飾られて
いる。カーテンは居室によって色を違えてお
り、それぞれの居室としての特徴を出す配慮
がされている。

8129

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

7127
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